
参考資料２
第３期岡山県障害福祉計画（仮称）素案と同最終案の比較対照表第３期岡山県障害福祉計画（仮称）素案と同最終案の比較対照表第３期岡山県障害福祉計画（仮称）素案と同最終案の比較対照表第３期岡山県障害福祉計画（仮称）素案と同最終案の比較対照表

Ｐ１

素案 最終案 箇所

...国において、度重なる対策を講じてきましたが、平成２１ ...国において、度重なる対策を講じてきましたが、平成２１ 1ページ
年９月の政権交代を契機として、障害者自立支援法廃止の機運 年１２月に設置された「障がい者制度改革推進本部」及び「障 8行目

１ が高まり、同年１２月に設置された「障がい者制度改革推進本 がい者制度改革推進会議」における検討を踏まえて、...
部」及び「障がい者制度改革推進会議」における検討を踏まえ
て、...

①施設入所から地域生活への移行 ①施設入所から地域生活への移行 31ページ
２ また、新規入所者数等も考慮し、福祉施設への入所者総数 ２ また、新規入所者数等も考慮し、福祉施設への入所者総数 17行目

が11.1％減少することを目指します。（平成26年度末まで） が11.8％減少することを目指します。（平成26年度末まで）

＜入所施設から地域生活への移行者数（目標値）＞ ＜入所施設から地域生活への移行者数（目標値）＞
項 目 数 値 項 目 数 値 31ページ

21行目
現入所者数（Ａ） 2,738人 現入所者数（Ａ） 2,738人 22行目

２

目標年度入所者数（Ｂ） 2,433人 目標年度入所者数（Ｂ） 2,416人

減少見込み（Ａ－Ｂ） 305人（11.1％） 減少見込み（Ａ－Ｂ） 322人（11.8％）

地域生活移行者数 750人（27.4％） 地域生活移行者数 750人（27.4％）

②就労移行支援事業の利用促進 ②就労移行支援の利用促進 33ページ
３ 平成26年度末における福祉施設利用者のうち、7.4％の人が就 平成26年度末における福祉施設利用者のうち、7.1％の人が就 30行目

労移行支援事業を利用することを目指します。 労移行支援事業を利用することを目指します。



Ｐ２

素案 最終案 箇所

＜就労移行支援事業の利用者数（目標値）＞ ＜就労移行支援事業の利用者数（目標値）＞（

34ページ

３ 平成26年度末の 8,128人 平成26年度末の 8,539人 3行目

の 福祉施設利用者数 福祉施設利用者数 5行目

続 6行目

き）

目標年度の就労移行 598人 目標年度の就労移行 607人

支援事業の利用者数 （7.4％） 支援事業の利用者数 (7.1％）

③就労継続支援（Ａ型）の利用促進 ③就労継続支援（Ａ型）の利用促進 34ページ

平成26年度末において、就労継続支援事業の利用者のうち、 平成26年度末において、就労継続支援事業の利用者のうち、 20行目

27.1％の人が就労継続支援（Ａ型）を利用することを目指しま 29.4％の人が就労継続支援（Ａ型）を利用することを目指しま

す。 す。

＜就労継続支援（Ａ型）事業の利用者の割合（目標値）＞ ＜就労継続支援（Ａ型）事業の利用者の割合（目標値）＞
４ 平成26年度末の就労継続支援（Ａ型） 997人 平成26年度末の就労継続支援（Ａ型） 1,191人 34ページ

事業の利用者（Ａ） 事業の利用者（Ａ） 24行目

平成26年度末の就労継続支援（Ｂ型） 2,687人 平成26年度末の就労継続支援（Ｂ型） 2,856人 26行目

事業の利用者 事業の利用者 28行目

平成26年度末の就労継続支援 3,684人 平成26年度末の就労継続支援 4,047人 30行目

（Ａ型＋Ｂ型）事業の利用者（Ｂ） （Ａ型＋Ｂ型）事業の利用者（Ｂ）

目標年度の就労継続支援（Ａ型） 27.1％ 目標年度の就労継続支援（Ａ型） 29.4％

事業の利用者の割合 事業の利用者の割合



Ｐ３

素案 最終案 箇所

＜共同生活援助（グループホーム）及び共同生活（ケアホーム）の整備見込量＞ ＜共同生活援助（グループホーム）及び共同生活（ケアホーム）の整備見込量＞

平成２２年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２２年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 39ページ

定員数(実績) 定員数(見込) 定員数(見込) 定員数(見込) 定員数(実績) 定員数(見込) 定員数(見込) 定員数(見込) 4行目

５ 6～7

１，１２３人 １，２４２人 １，３３５人 １，４２３人 １，１２３人 １，２８５人 １，３８９人 １，４８９人 行目

※実績及び目標の数値は各年度3月31日現在 ※実績及び目標の数値は各年度3月31日現在

※算定に当たっては、施設運営上必要な空床率を2％と見込 ※算定に当たっては、施設運営上必要な空床率を施設入所

み、各年度の利用見込量に1.02を乗じて算出しました。 支援に係る空床率と同率（2.7％）とし、各年度の利用見

込量に1.027を乗じて算出しました。

（２）必要入所定員総数 （２）必要入所定員総数

単位：人 単位：人

区 分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 区 分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 64ページ

６ 全県域 2,482 2,482 2,482 全県域 2,482 2,482 2,482 8～9行目

※平成２６年度の定員総数の算定に当たっては、施設運営上必 ※平成２６年度の定員総数の算定に当たっては、施設運営上必

要な空床率を2％と見込み、同年度の利用見込量に1.02を乗じ 要な空床率がこれまでの実績から2～3％であること及び第２

て算出しました。 期計画における平成２３年度の必要入所定員総数と整合性を

※第２期計画における平成２３年度の必要入所定員総数が２， 図る必要があることから、第３期計画期間中は、２，４８２

４８２人であることから、第３期計画期間中は、同数を維持 人とします。（空床率2.7％）

することとします。

岡山県地域生活支援事業 77ページ

（１）専門性の高い相談支援事業 21～24

７ （新規） ④障害児等療育支援事業 行目

在宅の障害のある児童等の地域における生活を支えるため、

市町村地域生活支援事業における相談支援事業との連携を図り

ながら、訪問による療育指導や専門的な療育指導等を行います。


